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【日 時】 平成 30 年 12 月 17 日（月） 17:00～18:00 

【場 所】 金沢大学 宝町 医学図書館 2Ｆ 十全記念スタジオ 

正常な心臓の拍動はペースメーカの役割を果たす洞結節の活動電位の発生が起点となる．そ

のリズムは心臓迷走（副交感）神経と交感神経から拮抗的に支配されており，それらの作用を反

映して心拍間隔には一拍ごとに変動が見られる．このことから，心拍変動（heartrate variability）と

呼ばれる心拍間隔のゆらぎの構造を読み解くことで，心臓自律神経の作用を非侵襲的に評価で

きる．講演では，心拍変動と心臓自律神経機能の関係について概説し，心拍変動解析に基づく自

律神経機能評価や予後予測の可能性ついて議論する． 
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 清野健教授は、生体信号解析に基づく疾病診断・予後予測の第一人者であり、医療ビッグデータ
分析から臨床医工学・データ科学の融合領域研究の最前線で活躍されておられます。最近では、ウ
ェアラブルデバイスを用いた生理機能解析を活用し、暑熱労働環境の評価システムを立ち上げ事業
化するなど、研究を活かした幅広い領域でご活躍されておられます。ご多忙の中、本セミナーの機
会を頂きました。ぜひセミナーに参加いただきますようによろしくお願いいたします。（井上） 

博士課程Up-to-date セミナー(全専攻)として認定します。 

連絡先：金沢大学新学術創成研究機構 

革新的統合バイオ研究コア栄養・代謝研究ユニット 井上 啓 (内線 2840) 

後援：十全医学会 

心拍変動解析の基礎と応用 
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